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合金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的芯町lこいだしましょう。

。健康で勤労巴はげむ明るい町|ごい芝しましょう。

。f王能をみがき産業の開発に努め、豊かな町巳い芝しましょう。

。教育を左かめ楽しく生活できる平和芯町Cいだしましょう。
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今

金
町
は
、
先

人
・
諸
先
輩
の
方
々

の
ご
功
績
で
今
日
の

よ
う
な
発
展
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
は
、
平
成
凶

年
度
か
ら
平
成
2
年

度
ま
で
の
川
年
間
の

町
づ
く
り
計
闘
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
医
療
・
福
祉
、
農

業
・
商
工
業
、
教
育
・

文
化
、
自
然

・
環
境

等
々
の
課
題
に
加
え

女
小
子
化
・
高
齢
化

実
過
疎
化

*
経
済
・
金
融
破
綻

食
行
財
政
改
革

-R地方
分
権
等
と
時

代
の
波
が
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
課
題
を
意
識
し
て

J
」

う
あ
り
た
い
H

と
い
う
町
全
体
の

目
標
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
あ
な
た
の
身
近
で
意
見
が
述

べ
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
な

ら
ば

J
」
う
あ
り
た
い
H

J

」う 策定始動新総合計
し
ま
し
ょ
う
u

と
い
う
意
見

・

ア
イ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
だ
す

よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
?

仇
向
島

企血中

合
計
画
は
、
大
き
く
変

わ
る
時
代
状
況
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
の
長
期
的
・
総
合
的

な
視
点
に
立
っ
て
、
今
金
町
の

将
来
像
町
民
像
等
の
町
づ
く

り
の
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で

す。[基
本
精
想
]
は
、
町
の
現
状
や

課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
を
展
望

し
十
年
後
の
目
標
達
成
の
た
め

の
考
え
を
高
く
大
き
な
視
点
で

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

[基
本
計
画
]
は
、
基
本
構
想
で

揃
い
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
の

方
向
づ
け
と
進
め
方
を
体
系
的
に

整
理
し
た
も
の
で
す
。

[実
施
計
画
]
は
、
町
が
行
う
の
か

団
体
が
行
う
の
か
等
実
施
時
期

・

事
業
量

・
実
施
方
法
予
算
等
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

新
た
な
町
づ
く
り
ヘ

， 

• • 

-・伽L日 ...  一- 乱ム』・・・・・
-=~. ;; ， ，... 

一・・・1::こミ唱-
一一

一_ ." '-・E り句-

・・aJ.ヨ・・
・...~・・
一一

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
で
予
想
さ
れ
る
災
害
に
対
し
、

で
き
る
だ
け
地
区
住
民
が
短
い
距

離
で
避
難
可
能
と
な
る
よ
う
、
自

治
会
連
合
会
と
町
内
会
を
基
準
に

町
内
を
日
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
、

拠
点
施
設
を
日
箇
所
、
サ
ブ
拠
点

施
設
と
し
て
9
箇
所
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

今
年
の

8
月
2
日
に
発
生
し
た

大
雨
災
害
で
は
、
避
難
勧
告
を
受

け
た
4
地
区
の
住
民
が
各
避
難
場

所
に
避
難
し
ま
し
た
。
『
災
害
は

い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
』

住
民
の
皆
さ

ん
も
万
が

一

に
備
え
自
分

の
避
難
場
所

の
確
認
と
、

非
常
時
の
持

出
品
を
用
意

し
て
お
き
ま

し
ょ
-
つ
。

あなだの避難場所はここです

総
合
計
画
づ
く
り
の
進
め
方

左
の
図
の
様
に

「策
定
審
議

会
」
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、
基
本
構
惣

・
基
本
計
画
編
は

議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
、
ロ

年
は
月
の
議
会
上
程
を
目
襟
に
事

務
を
進
め
る
こ
と
で
予
定
し
て
い

ま
す
。
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、一み必刷
合
計
画
は
、
町
(
役
場
)
の

計
画
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農

協
や
商
工
会
等
の
経
済
団
体
や
町

内
会

・
自
治
会
及
び
国
・
北
海
道

の
卒
業
の
計
画
も
総
て
含
ま
れ
る

も
の
で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
町

民
・
団
体
等
に
よ
る
計
画
づ
く
り

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

総合計画策定推進体制

r 町職員の参画 一「

l・職員アンケート l 

;・四役インタビュー;

1・各課ヒヤリング 1 

;・プロジェク卜 : 

特定事業毎

.宙定書託章者

(綱査分析監修等)

戸
時
十

総合計画策定審議会
答品廿諦
申品官問

町長
(庁内の策定推進体制)

h.. 
:z:;;: 

園町内団体代表者

・国道の関係機関

・町出身者

国有識者

承
認

草
我

一

ιι

孟
一
回

一
令
川
作
H

上
程

案

会

一

提

治

ン

一

介」

向

口

リ

ノ

一

画

・

体

貝

一
別
一

参

会

団

委

パ

層

一

の

内

種

種

一

齢

一

民

町
各

各
キ
年
一

住・・・・・
一アドバイザー会議

{指砲事 助官会様)

町

• • 

注)雇難誘尋市扇1:ラいては、各町内会 ・自治会の地区福祉 ・防災委員会の救出 ・救護班長を責任者とし、救
出 ・救護班員が実施します。

施 設 名 管理者 fE話番号 第2避難場所 該当地区(町内 ・自治会)

美 手1) 許可 学 校 山子二 校 長 3 -7403 花石小学校 美利何連合自治会(2自治会)

才E 石 学 校 A マー 4立 長 3 -7212 中堅小学校 花石迎合自治会 (3自治会)

中 里 学 校 教 育 長 2 -2635 樋川小学校 中里

住吉生活改善センタ ー 管 理 人 2 -2963 種川小学校 住吉

種 )11 山ヴー 校 A 寸い 校 長 2 -0506 今金小学校 種川迎合自治会(9自治会)

種 川 構 造 改 善センター 管 理 人 2 -0476 金又

~ 入 金 学 校 学 絞 長 2 -0224 今金中学校 曙町、日の出町、東町、光台

今金 l町民セ ンタ センター長 2 -0631 今金小学校 八幡町、本町、昭和町、旭町、御影

総 ぷに治1、 イ本 育 M 体育館 長 2 -2026 今金中学校 高美町、末広町、南町

老人福祉セ ンター 保健福祉謀長 2 -1502 

~ 、 金 中 学 校 A 寸ー 校 長 2 -0072 南栄町、怒昇、団代、上田代、豊受、

南 栄 A I 館 管 理 人 2 -3256 今 金 小 学 校 南盟受、八鈴

あ つ た か フ / ド 町民謀 長 2 -3711 

総合福祉施設(保健センター) 施 ヨR又凡 長 2 -2780 今金中学校 栄町、大和町、緑町、商工団地、

西 音11 百 年 館 タ日企2 理 人 2 -0091 トマンケシ

八 耳E 学 校 A マー 校 長 2 -1944 

八束生活改善センタ ー 管 理 人 2-1941 総合体育館 八束連合自治会 (9自治会)

白 石 寿 の 家 管 理 人 2 -1274 

金 l京 学 校 学 校 長 2 -2941 豊田小学校 金原連合自治会 (8自治会)

金原基幹集落センタ ー P日合2 程 人 2 -1179 

~ 回 A マー 校 A ヴ」 校 長 2 -3037 金 原 小 学 校 豊田連合自治会 (2自治会)

事l' 丘 学 校 学 校 長 2 -2219 

事l'丘構造改善 センタ 営 理 人 2 -2220 今金町民センター 神丘連合自治会(12自治会)

書官 岡 A 耳 E自 省 理 人 2 -2452 

日 進 寿 の 家 管 理 人 2 -3110 今金町民センター 日進
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F 辻忠生さん l 
h 北海道国保連合会表彰受ける ， 

ω月
7
目
、
札
幌
市
で
行
わ
れ

全
化
に
つ
い
て
は
、

保
健
・医
療
・

た
「
国
保
財
政
安
定
強
化
北
海
道
福
祉
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
体
制

大
会
」
の
席
上
で
、
辻
忠
生
さ
ん

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、

が
北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連
医
療
財
政
確
保
の
た
め
保
険
税
の

合
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
徴
収
機
構
の
改
善
を
具
申
し
、
収

辻
さ
ん
は
国
民
健
康
保
険
運
営
納
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
な

協
議
会
委
員
と
し
て
、
昭
和
回
年

ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

6
月
に
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
医

療
費
適
正
化
対
策
に
取
り
組
み
、

疾
病
に
対
す
る
早
期
発
見
、
早
期

治
療
等
の
意
識
高
揚
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
健

人
権
擁
護
委
員
に

狭
間
勝
昭
さ
ん

小
田
島
照
枝
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た

狭
間
勝
昭
さ
ん
、
小
田
島
照
校

さ
ん
が
、
引
続
き
人
権
擁
幾
委
員

と
し
て
町
民
の
相
談
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
、

児
童

・
生
徒
の

い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の
い
さ

こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登

記
、
相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

(利別川をもう一度砕の清流巴 I
後志利別川j膏流保護の会 E 

• • 

農
業
に
も
情
報
化
加
速
!

， 

農
協
に
農
業
気
象
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
設

ω月
l
目
、
農
協
で
股
業
気
象

情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
式
が
行
わ

れ
、
農
業
経
営
に
欠
か
す
事
の
で

き
な
い
気
象
情
報
が
よ
り
身
近
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ

ム
は
、
無
人
の
気
象
観
測
ロ
ボ
ッ

ト
が
設
置
し
て
あ
る
白
石
、
日

進
、
鈴
岡
、
鈴
金
、
中
里
の
風
向

風
速
、
日
照
時
間
、
気
調
、
降
水

量
等
の
デ
ー
タ
が

一
時
間
ご
と
に

日
本
気
象
協
会
北
海
道
本
部
に
送

ら
れ
ま
す
。
送
ら
れ
た
デ
タ
は

他
の
気
象
デ

l
タ
と
あ
わ
せ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
さ
れ
、
各
農
家

に
設
位
さ
れ
て
い
る
多
機
能
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
か
ら
天
気
予
報
や
気
象

デ
ー
タ
を
簡
単
操
作
で
得
る
こ
と

が
で
き
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
防
災
の
面
で
も
こ
れ
ま
で
風

向
風
速
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
舎

敷
地
内
に
あ
る
ア
メ
ダ
ス
デ
l
タ

で
し
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
9
月
山
山
、
お
日
に
か
け
て
の

台
風
日
号
で
は
風
速
8
m
し
か
記

録
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
実
際
に
風
速
凶

m
を
記

録
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、

こ
れ

か
ら
心
強
い
助
っ
人
に
な
っ
て
く

れ
そ
う
で
す
。

利
別
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
拾
う

今
金
中
学
校
生
徒
会

今
金
中
学
校
(
福
原
賢
規
校

長
)
の
生
徒
会
で
組
織
し
て
い
る
福

祉
委
員
会
が
利
別
川
河
川
敷
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
を
利
用
し
て
い
て
ゴ
ミ
の

散
乱
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
、

9

月
凶
日
に
禍
祉
委
員
同
名
(
全
学

年
)
が
、
田
代
続
の
上
流

5
0
0
m

地
点
か
ら
今
金
総
下
流
の
今
金
水
門

付
近
に
か
け
て
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

[要介護認定が始まりましたt
平
成
ロ
年
4
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
の
基
本
的
か
つ
重

要
な
業
務
と
な
り
ま
す

槍
山
北
部

4
町
介
諮
認

定
審
査
会
(
事
務
局

・

今
金
町
)
に
よ
る
要
介

護
認
定
が

ω月
5
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
で
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
、
必
ず
要
介

護
認
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
忘
れ
な
く

申
簡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」

内
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

(8
2
2
7
8
0
ま
で
)

• • :豊寿園で合中生徒一日体験】

こ
れ
は
北
海
道
社
会

福
祉
協
餓
会
が

「国
民

に
対
す
る
老
人
ホ

l
ム

P
R
活
動
」
の

一
環
と

し
て

「老
人
ホ

l
ム

一

日
体
験
」
を
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
本
町
で

は
社
会
福
祉
法
人
豊
寿

園

(

吉

田

諭

園

長
)
が
受
け
入
れ
先
と

な
り
、
今
金
中
学
校
の

生
徒
が

9
月
お
日
に
i

年
生

3
人、

ω月
9
日

に
3
年
生

5
名
が

一
日

体
験
し
ま
し
た
。
生
徒

途
は
車
桁
子
介
助
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行

Fフリーマーケット大路評!冒
合金中学校文化祭 且

山
月
凶
、
げ
日
の

2

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

た
今
金
中
学
校
の
文
化

祭
(
熊
沢
健
太
実
行

委
員
長
)
で
、
町
民
に

呼
び
か
け
て
集
め
ら
れ

た
品
々
が
、
凶
日
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
格
安

に
販
売
さ
れ
、
父
兄
や

一
般
住
民
が
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。
大
変
好

評
だ
っ
た
こ
の
収
益
金

は
実
行
委
員
会
の
活
動

資
金
と
な
り
、
そ
の

一
部
が
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
る
予
定

で
す
。
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ω月
日
目
、
町
民
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特
定
さ

(
建
設
省
が
実
施
し
て
い
る
、

一

セ
ン
タ
ー
で
北
海
道
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
水
級
河
川
を
対
象
と
し
た
水
質
調

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
質
調
査
の
回
数
を
鳩
や
す
な
ど
汚
査
)
と
な
っ
た
利
別
川
も
平
成
9

の
酒
井
健
司

さ

ん

を

染

の

線

元

を

見

つ

け

だ

し

改

善

し

年

に

は

H
位
、
ゆ
年
に
は
同
位
と

講
師
に
招
き

「
と
り

て
い
く
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
昨

年

年

々

汚

れ

て

い

く

川
を
、
何
と
か

も
ど
そ
う

1
0
0
年

の

利

別

川

の
大
腸
菌
数
は
基
準
値
も
う

一
度
日
本

一
の
消
流
に
し
た

前
の
き
れ
い
な
利
別
の
お
倍
に
当
た
る
。
ま
た
、
漁
協
い
と
い
う
こ
と
で
行
わ
れ
た
も
の

川
に
」
と
題
し
て
識
が
海
を
守
る
た
め
積
駆
的
に
木
を
で
す
。

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
え
て
い
る
事
例
や
、
え
り
も
町

講
演
の
中
で
酒
井
で
行
わ
れ
て
い
る
防
風
林
の
値
樹

さ
ん
は
、

「
こ
こ
数
年
に
よ
り
海
が
き
れ
い
に
な
っ
た
事

利
別
川
の
大
腸
菌
が
例
を
照
会
し
て
い
ま
し
た
。

増
え
て
い
る
原
因
と
こ
の
講
演
会
は
後
志
利
別
川
清

し
て
、
木
の
伐

採

に

流

保

護

の

会

(

会
長

田
中

一

よ
る
土
砂
の
流
入
、
夫
)
が
北
海
道
の

「北
海
道
環
境

家
蓄
の
ふ
ん
尿
や
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
の

一

活
排
水
な
ど
微
々
な
環
で
、
過
去
に

5
度
消
流
日
本

一

っ
た
後
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
と
昼
食
を
取
り
「
お

い
し
い
で
す
か
」
と
声
を
か
け
る

な
ど
い
い
話
相
手
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
体
験
終
了
前
に
は

一

部
屋
ご
と
挨
拶
に
回
り
「
あ
り
が

と
う
と
笑
顔
で
言
っ

て
く
れ
た
の

が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の

中
に
は
、
こ
の
体
験
を
と
お
し
て

福
祉
に
よ
り
関
心
を
持
つ
な
ど
貴

重
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

〕rD
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で
お
祭
り
の
半
て
ん
購
入

秋
祭
り
実
行
委
員
会

秋
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
こ

の
ほ
ど
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
、
お
祭
り
の
半
て

ん
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
同
セ
ン
タ
ー
が
全

国
自
治
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

走行中の携都電話など、

カ-J-ヒヤT Vの注制は原1(Uダメ!
平成11年11月 1日から道路交通法の一部が改正され、走行中の携帯電話などの使用が原則禁止、力一ナビ

やTVの注視が禁止行為となりました。

規制対象は?

自動車または原動機付自転車の運転者

どんな機器が主止なのつ

携帯電話のほか、 PHS、自動車電話、トランシーバー型のパーソナル無線、アマチュア無線その他無線通

信装置。

※ただし、その全部または一部を手で持たなければ、送信、受信のいずれもできないものに限る。

実
行
委
員
会
で
は
、
例
年
行
わ

れ
る

「い
ま
か
ね
秋
祭
り
(
八
嶋

宮
例
大
祭
)
」
は
も
と
よ
り
、
全
町

的
に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
等
で

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま

す。
今
回
の
購
入
で
よ
り

一
層
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
充
実
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
半
て
ん
借
用
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
先
》

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(8
2
3
4
8
8
)
 

， どんな也器ならいいのつ

手で保持しなくても送信、受信が可能ないわゆるハ ンズフリーのもの。

タクシー無線の無線機、 J居え"tr!tき型のパーソナル無線やアマチュア無線などのハンズフリーの無線機。

傷病者の救護や公共の安全維持のため、緊急やむを得ず通話する場合。

自動車や原動機付自転、車が停止しているとき。

• • 
どんな罰則を受けるのつ

走行中の携帯電話等の使用によって交通の危険を生じさせた者。

罰 金・ ・・ 3カ月以下の懲役または 5万円以下の罰金

反則金 ・・大型 12，000円、普通 9，000円 二輪 7，000円

違反点 ・・・ 2点

[パス待合所できるI
パス待合所が土地改良区事務所

(旧NTT事務所)正面入口横にで

きました。

雨、風、寒さをしのいでくれそう

です。

町
民
の

品生
全命
崩と
星財
五産
思は
き俺
習達
が
守
る

6， 000円

規制対象はつ

自動車または原動機付自転車の運転者が走行中にカーナビゲーション、カーテレビ、パソ コンなどの画面に

表示された画像を注視すること。

(車内に取り付けられたものに限らず、持ち込まれたものも対象となる)

原付

，主視するとはとんなことつ

カーナビ等の画面を見続ける行為をいう。

※「反応時間」や制動距離などを考慮すると、目線が一方向に 2秒以上固定されると、すべての危険の回避

が不能になる危険な注視となる。

ω月
川
目
、
今
金
消
防
団
(
青

木

隆

団

長

)

第

一
分
団
が
秋

の
演
習
行
い
ま
し
た
。

演
習
に
は
団
員
初
名
、
消
防
職

員
同
名
が
参
加
。
今
金
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
で
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ

操
法
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
後
、
今

金
消
防
署
か
ら
消
防
自
動
車
で
出

動
し
、

雪
祭
り
会
場
(
旧
明
治
跡

地
)
を
火
災
現
場
と
想
定
し
た
実

践
さ
な
が
ら
の
模
擬
火
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

• • 

町
で
は
「
や
す
ら
ぎ
霊
園
」
の

墓
地
区
画
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
し
て
い
る
区
画
、
申
し
込
み

方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(6) 

やすらぎ霊園墓地区画

受け付けています
0区画の大きさ

6m' (2mx3m) 
※9m'の区画巴ついては、
残っていまぜん。

O区画数
約 100区画

O永代使用料
町内居住者

町外居住者
60，000円
66， 000円

O
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
住
民
票

l
通

・
印
鑑
(
シ
ヤ
チ
ハ
タ
を
除
く
)

O
申
込
先
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
は

《
町
民
課
住
民
運
動
係
》

交ジ、i安全運転お願降、します
通ヤZ

安ガz
全イ ;
をモ;
訴袋i
えlこi
るメi

ツホ

セi

ジ Z
をz
添z
えi

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
員
に
よ
る
交
通
安

全
の
街
頭
啓
発
が
、

9

月
幻
日
役
場
前
で
行
わ

れ
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
用
意
し
た
男
爵
い

も
を
配
り
安
全
運
転
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

神
丘
小
学
校
児
童
が
(
高
橋

校
長
、
児
童
凶
名
)
9
月
山
品
目
、

学
校
前
の
国
道

2
3
0
号
線
沿

い
で
、
袋
詰
に
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

2
キ
ロ
と
児
童
が
書
い
た
交
通

安
全
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
、

約
関
袋
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
街
頭
啓
発
は
、
児
童
た

ち
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
配
ら
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

9
月
4
日
に

収
穫
し
た
約
3
0
0
キ
ロ
の
う

ち
の
半
分
で
、
学
校
農
園
で

P

T
A
の
協
力
を
得
な
が
ら
春
に

作
付
け
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〕ヲF〔



~瀬棚町~ ~北槍山町~ ~八雲町~
温泉紹介 回国の湯宿 八雲町立図書館が新レくなりまじた。

調棚町公嘗温泉浴喝『やすらぎ館』 『ねとい温泉』 より利用じゃ宮〈快適恕文他学習の拠点

件、ぽかぽか お肌つるつるの泉質が評判 附仰な雰囲気と凹季折々 の山梅田幸が味わえ 会施設の内容
です。 ます。 0規模 一部 2階建、 1.726m'
湯上がりには 瀬棚町産の牛乳を使用し -おすすめメニュ 蔵書却 6万冊

た無添加のアイスクリームをお召しよがり 特製ジノギスカン、ヤマベの甘露煮、ニジマ 0貸出涯等業務のコ/ヒ.ュタ導入。

下さい。おみやげにもどうぞ。 ス料理、山菜料理 利用者間検索端末機、コピーサービスの設世

.宿泊料金 ( 1泊2食)6.4凶円~ ill立図ill館とのオンライン。
.宮業時間 午前10時~午後9時

.皐 質食塩泉ナトリウムイオン泉 AV.CDコナの設世 (R1E0世7ス)
.定休日 毎月第 1・3月限日 階段固定席の視聴覚ホ ルの 。(88i1!i)
-料 金 大人300円

.効 能神経捕、筋肉痛l 慢性婦人病慢 .開館日火曜日~日曜日
ー中人 (6-12政)200円

性皮膚荊、冷え症など .休館日月曜日、祝日年末年拍

-小人 (3-5歳)印円 .開館時間 午前10時午午桂能6時(火~企)
会日師り入浴大歓迎" 午前(0時 佳 5時(土。日)

ー70歳以上20日円 .大人 400円、小人 200円 ※他町住民の利用も可IJ~ <
-お問い合わせ -ぉ1111い合わせ/ねとい温泉 -お問い合わせ先
役場町民生活課(I"lOI378-7 -3311) 北棺山側I字酉丹羽 (801378-4 -514¥) 八雲町相生町98(801376-2 -2507) 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~
~宮本亜門ミュージカル公演~ 秘湯・露天風呂 温泉紹介

eyイ・ガット・マーマン・ I熊の湯1 『国民温泉保養包ンター』
このミュージカルは、昨年4月の ひらたない川のダイナミックな渓 広大な員取澗渓谷の保養温泉地に

初演から大好評で、日本ミュージカ
ル界に大センセーションを巻き起こ 谷を目前に、自然にいだかれた野趣 位置する、身も心もあったかになる

しています。 豊かな突然露天風呂(男女混浴) 温泉。お風日から眺められる四季折
-日 時 J J月2l日(日)

ひらたない荘より2.5km奥、駐車場 々の景色、周辺には遊歩道や公闘も
午後6時30分開演

@前売券 2，500円(全席自由) 有り。 あり、大成町の大自然を満喫できま
※開場は 6時で、開演中は臨時託児 利用無料、男女別の更衣室完備。 す。
所も用意しています。
-お問い合わせ先 II月末閉鎖となりますので、お早 -場所 大成町字貝取澗

学習文化センタ めにご利用を! -入浴料 大人260円・小人50円
(801377 -2 -5757) 
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星

⑨
小切
⑧
@
⑧
値
切

だ
か
ら
、
冬
も
是
非
ま
た
や
り
た

い
で
す
。

夜
空
を
見
上
げ
る
と
た
く
さ
ん

の
星
座
が
見
え
る
け
ど
、
星
は
星

座
だ
け
で
な
く
、
太
陽
や
月
、
地

球
や
金
星
、
火
星
な
ど
惑
星
も
星

の
仲
間
で
す
。
僕
は
そ
の
中
で
冥

王
星
と
言
う
名
前
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。
太
陽
系
の
一
番
外
を
回
る

星
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
所
か

見
て
見
た
い
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ

り
住
む
の
な
ら
地
球
が

一
番
い
い

か
も
知
れ
な
い
で
す
ね
。

宇
宙
に
は
、
た
く
さ
ん
の
星
が

あ
る
の
で
、
も
し
か
し
て
地
球
み

た
い
な
星
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

種
} 11 

学
渡絞
辺

6
年泰

進
く
ん

僕
は
星
が
好
き
で
す
。
理
由
は

星
は
大
き
な
夜
空
を
自
由
に
、
泳
い

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で

す
。
星
は
た
く
さ
ん
数
が
あ
り
、

星
が
あ
つ
ま
っ
て
星
座
に
な
り
ま

す
。
僕
は
そ
の
中
で
も
、
オ
リ
オ

ン
座
が
好
き
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
オ
リ
オ
ン
は
か
っ
こ
い
い
活

躍
を
す
る
し
、
オ
リ
オ
ン
座
の
ベ

ル
ト
に
あ
る
三
つ
の
星
は
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
星
座
が
あ
る
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
オ
リ
オ
ン
座
が
一
番
好
き
で

す
。
今
年
の
夏
休
み
の
自
由
研
究

で
、
星
座
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

た
。
で
も
、
雲
が
多
く
て
あ
ま
り

見
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

瀬
棚
海
上
保
安
署
で
は
、
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
と

海
上
環
境
法
令
の
尊
守
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年

6
月
に
引
き
続
き
、
日
月
1
日
(
月
)
か
ら
同
月
7
日
(
日
)

ま
で
の
聞
を

「海
洋
環
境
保
全
週
間
」
と
し
て
、
燃
料
油
の

流
出
防
止
、
廃
材

・
漁
網
等
の
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
関

す
る
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
日
月

8
日
(
月
}
か
ら

同
月
げ
日
(
水
)
ま
で
の
問
、
海
上
環
境
事
犯

一
斉
取
締
り

を
実
施
し
ま
す
。
海
は
、
漁
場
で
あ
り
、
人
々
の
生
活
に
多

大
な
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
工
場
排
水
、
船

舶
か
ら
の
排
出
油
等
、
海
水
浴
場

・
釣
り
場
の
空
き
缶
等
に

よ
り
汚
染
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
海
を
利
用
し
海
に
遊
ぶ

我
々
一
人
一
人
が
、
将
来
に
わ
た
り
美
し
い
海
を
守
る
こ
と

が

必

要

で

す

。

《

瀬

棚

海

上

保

安

田

者

》

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
海
埠
環
境
儲
室
推
進
週
間
鼠
び

海
上
環
境
事
犯
工
宵
取
締
り

カードでとれます
会社や法人の印鑑証明

函館地方法務局合金出張所でl耳、 10月25日から会社や法人

の印鑑証明書が印鑑力 ドで取れるようeJ7.iE作業が始まりま
し左。

同出張所巴代表干土印を登~lii;斉みの万に l耳、印鑑力 ドを受

付する芝め、同日以降同出張所から通知書が送付されますの

で、印鑑力 ド交付等の手続きを済ませて下さい。手続き期

限l呂、平成12年4月24日までです。

詳細巴ついて協、通知書ガ到着しまし芝らお問い合わせ下

さい。

芯お、代表者の氏名を誤字 ・俗字で登録されている万1<1:、

正字lご引き直しだ印鑑証明書ガ発行されることと怠りますの

で御ゴ承願います。

※ 之の方式|革、平成13年3月末まで巴、全閣の法務局巴

展開される予定です。

• • 

ん
。
そ
ん
な
星
が
あ
れ
ば
、
僕
は

行
っ
て
み
た
い
で
す
。
あ
と
何
年

か
た
て
ば
、
本
当
に
い
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
自
分
専

用
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を
手
に

入
れ
て
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
そ

し
て
自
分
の
星
を
て
に
入
れ
て
家

族
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
も
う

一
つ
他
の
星
の
人
間
に
会
っ
て
い

ろ
い
ろ
話
を
し
て
み
た
い
で
す
。

そ
し
て
地
球
よ
り
文
明
が
進
ん
で

い
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
地
球

の
文
明
を
発
展
さ
せ
た
い
で
す
。

で
も
そ
れ
と
反
対
に
進
ん
で
い
な

か
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ

げ
た
い
で
す
。
僕
が
大
人
に
な
っ

て
他
の
星
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
僕
が
一
番
先
に
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

りど先 と 1.. ..... .._ ._. . 1 
まの生逃が|少 年 の 薬 物 乱 用 防 止 |向断 中
し誘とげあ I-- -.-............. 1""" ....-， ... 1"."............... Iかる

よ惑のなり つ勇 高

うに対いまヤ とりボ用な甘 て気校
。負話でてなだに返口はいいやちみ いを生

けを、 これなしに粕よ言 17f士 こ持向
な持両 とに 6のむ神う葉':> ~拙 う つ け
いち親 ゃだ まつ しと に γ れとや 」て

苦っすかば体。走竺 5J 差
分薬友 し て 。 な み を 薬 ま ない 別

を物人 い、 い、ボ物さ等 2ス
作な、 こイ こ取口乱れの 2 ~ 立

5
1け

い
け
け
い
い
け
-fj

け
い
け
パ

3
t
i
t
t
i
-
-
i
f
i
r
-
r
j
A

掌
に
心

音

確

か

む

秋

夜

更

け

今

村

由

井

子

会

や

ひ
と

ゆ

ぴ

ほ

そ

は

は

'eょ
う

』引っ

病

む

人

の

指

の

細

さ

よ

花

括

償

伊

藤

翠

女

俳

オ
H
ヨ

あ
虜
よ

い

こ

ら

か

ん

せ

い

す

と

お

O
A

毛

秋

宵

の

子

等

の

歓

声

透

き

通

る

戸

沢

慶

秋

利

慌
の
時
や
此
お
に
酔
へ
た
る
舟
ほ
お
ず
き
阪
井
み
え

一

は

い

こ

う

ま

ど

と

ご

ひ

あ

か

廃

校

の

窓

に

午

後

の

日

赤

と

ん

ぼ

梅

村

直

子

非

2
:;
が

ん

か

た

せ

Z

{

秋

日

和

奇

岩

く

す

ぐ

る

片

瀬

波

佐

藤

朝

子

み

や

げ

ほ

と

け

わ

か

し

も

こ
え

お問い合わゼ先

北海道最低賃金
最低賃金額

日額 5， 020円
時間額 6 28円
10月1日に改定されました

詳しくは

北海道労働基準局

函館労働基準監督岩

(8) 

戦没者のご遺族のみなさまヘ
特別弔慰金が支給されます

戦没者死亡当時の三親等内親肢で次の要件をすべて満たす方

1 第六回特別弔慰金国庫債券の受給権を取得していないこと

2 平成11年4月I日現在、公務扶助料、遺族年金等の受給権を有

する遺族がいないこと

額面24万円、6年償還の記名国債

平成14年3月31日まで

町民課町民係

対象者

支給内容

詰;)<期|限

詰求窓口

函館地方法務局舎金出張所

82-0379 

I"l0l1-709-2311 

80138-23-1276 

【
保
護
者
等
大
人
向
け
】

「
子
供
の
行
動
が
見
え
ま
す
か
」

薬
物
な
ん
て
ド
ラ
マ
の
中
の
出

来
事
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
大

人
も
薬
物
汚
染
の
実
態
や
危
険
性

な
ど
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
下
さ
い
。

悪
い
こ
と
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
子
供
の
喫
煙
や
飲
酒
な
ど
を

許
容
し
た
り
、
薬
物
乱
用
者
の
行

為
を
か
ば
う
よ
う
な
態
度
は
、
結

果
と
し
て
薬
物
乱
用
を
勧
め
る
働

き
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
供
が
発
す
る
異
常
の
シ
グ
ナ

ル
を
見
逃
さ
な
い
で
、
先
生
や
仲

間
、
警
察
、
地
域
の
人
と
の
協
力

で
薬
物
乱
用
に
立
ち
向
か
い
ま
し

ょ
'つ。薬

物
乱
用
を
は
じ
め
、
犯
罪
や

い
じ
め
の
被
害
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
に
つ
い
て
は
、

相
談
専
用
電
話

「少
年
相
談
1
1
0
番
」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

n
u
t
i
り
ノ
臼
ハ
U
ー
ー
に
U
ウ

4
月

Ja
l
l
1
i
1
i
n
u

ま
た
は
、
最
寄
り
の
駐
在
所

交
番
に
ご
相
談
下
さ
い
。

《
北
槍
山
警
察
署
》

(9) 



り
ッ
シ
ョ
イ
1

尊
重
刷
談
日
巳
フ
い
E

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コレ

。

と

き

日

月

お

日

(

木

)

午
前
印
時

1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分
1

1
時
ま
で
昼
食
)

役
場
町
民
相
談
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
課
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

O
相
談
員

腕
雪
車
の
運
転
手
を
葬
祭

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ロい一-一=ロ

O
雇
用
期
間
ロ
月
日
日
か
ら

翌
年
3
月
初
日
ま
で

O
雇
用
人
員
若
干
名

O
応
募
資
格
町
内
在
住
者
で

大
型
特
殊
免
許
取
得
者

O
選
考
方
法
書
類
選
考
と
し

ま
す
の
で
、
履
歴
書
と
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

。
申
込
期
間
口
月
刊
日

1
お

今金保育所のおともだち
今金保育所から国保病院までみこし

をかついで練り歩きました。

( 9月21日)

t 

日
ま
で

O
申

込

先

持
係
ま
で

.
ふ
品
誠
司
-
P
v
t
.

同
守
也
、
，
、
守
色
、

落
田

zbT

傘
ら
ん
だ
主
E

6
曲
目
争
由
主

4
2

ザ
る
さ

P I 圃

鱗
l

概
略
一

今
金
郵
便
局
で
行
わ
れ
た
絵
手
紙
展

(
刊
月
4
日
1
8
日
)

• • 
役
場
建
設
課
維

新
規
高
卒
者
の
た
め
の

瓢

職

面

磁

~ 
Z玉

1

日
時
平
成
日
年
日
月
お
日

(
木
限
)
午
後
1
時

1
午
後
4
時

2
.
会

場

函

館

ハ

l
バ
l
ビ
ユ

ー
ホ
テ
ル

3
階
彩
海
の
間

函
館
市
若
松
町
凶
番
凶
号

8
0
1
3

8

2

2

0

1

1
1
 

※
参
会
申
し
込
み
・
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函

館
職
業
相
談
第
2
部
門

[学

卒
担
当

]
(8
0
1
3
8
1
2

6
1
0
7
3
5
内
線
4
4
9
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

平
成
日
年
度

縦
割
脇
業
訓
練
受
講
生
の
雲
集

l

期

間

平

成

ロ

年
1
月
日
日

か
ら

3
月
刊
は
日
ま
で
(
訓
練
期

間
日
数
九
日
間
・
訓
練
時
間
3

5
0
時
間
)

2
.
科

目

建

築

技

術

科

3

受
講
資
格
短
期
特
例

一
時

金
の
給
付
資
格
の
あ
る
者

個人事業税の第2期分

納期限は

11月30日です
納期内納税にご協力ください。

税を知る週間
11月11日 (木) ~11月 17B (水)

あなたの税がいきている』

本年度のテーマ

税を知る週間

『この社会あ怠だの税がいきている』をスロ ガ

ンlこ、 11月11日(木)から11月17日(水)までの期

間を「税を知る週間」とし、広<国民の皆様巳税の

意義や役割について理解を深めていただけるよう各

種の行事を行います。

〕0
 

1
 

〔

『暮らしを支える税』

『この社会

《八雲税務署》((町民謀住民運動係))

資j原ごみ分別収集説聞会
北部槍山衛生センターでは、平成12年2月に施行

し4月から食品等の入れ物や、商庖等で買い物をし

た時の紙袋等を資源、こみとして分別収集を始めま

す。

その説明会を次により実施いたします。

説明会日程及ひ対象地区

11月16日 (火)

-時 間午後 7時 ~

・場 所町民センタ-2階会議室

-対象地区 (A地区)→大和町、商工団地、緑

町、南町、御影、種川、住吉、中里、花石、美

利河、八束、金原地区

11月17日 (水)

時 間午後7時 ~

・場 所町民センター 2階会議室

-対象地区 (B地区)→末広l町、栄町、高美町、

南栄町、日の出町、階町、旭町、八幡町、 トマ

ンケシ、寒昇、東町、本町、昭和町、神丘地区

※詳しいお問い合わせは

袷山支庁総務部税務課徴収係

B01395-2-1010 内線2362

4

定

員

凶

名

(
5
名
に
達
し

な
い
場
合
は
中
止
)

5

受
講
指
示
ロ
月
初
日

6

特
典

・
最
大
鈎
日
間
の
失
業
保
険
の
給

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
(
ロ
月

初
日
に
受
講
指
示
が
受
け
ら
れ

る
者
、
以
下
指
示
が
1
日
遅
れ

る
こ
と
に
給
付
回
数
が
減
ぜ
ら

れ
ま
す
。
)

・
訓
練
日
数
1
日
に
つ
き
、

6
0

0
円
の
受
講
手
当
の
支
給
。

7

受
講
費
用
無
料
(
筆
記
用

具
等
最
低
限
の
用
具
は
各
自
用

意
。
)

8

申
込
期
限
ロ
月
比
日
ま
で

9

申
込
先
役
場
商
工
観
光
課

8
2
0
1
1
1

内
線
1
4
2

• • 社会福祉協議会だより 11・10・9

誕光ご厚の里学園、盟舟圏、社会福祉協議会への多額のこ'寄付、
意ありがとうございました。

(敬称略)

雄光《今殺絞の妻a 村と佐自益々 木箆崎学 僑校

子 長金父加》 部然祐学園= 

鈴檎今末l 射N木町 椋規 子I~ 
山広域連義

鳳ρ大矢I 、 風 山義 啓太郎

部 金町倉野赤十字奉仕市団繁

小 川 邦恭
武中村 子夫

明上奥松 沢井尾 安忠幸 重男

校 山 口 健一

園今4-金スタンプ会dzbx h 
回 金商工

11月30日は

国民健康保険税(第5期)

の納期となっています。

※納め忘れのない便利な口座振替の手続は
役場税務課まで

〕-1
 

〔

1 見学をかねてお摘いでどうぞ ! 

( 第3回 学 校 祭 i 
t 北海道今金高等養護学校 ， 

11月21日(月)
; く〉芸能発表 9 :30~11:50 

; 。生産品販売 12: 10~12:50 

; く〉バ ザー 12: 1O ~13: 40 

l 会場本校体育館、作業棟 l 



。
回

酢

耳

目

点山

岡

・家

G

囚
凹

社会教育

だより
第276号

Lミ

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大

庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く

子
育
て
の
知
恵
袋

(2)

新
聞
、

T

V
、
雑
誌

e
t
c
。

子
育
て
に
関
す
る
情
報
が
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
現
代
。

「
で
も
!
」

「な
ぜ
?
」
自
分
の
子
育
て
に
は

や
っ
ぱ
り
悩
み
が
つ
き
も
の
。
子

ど
も
は
一
人
ひ
と
り
違
う
も
の
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
は
い
か
な

い
の
で
す
。
子
育
て
に
失
敗
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悩
ん
で
、
考
え
て
、
自

信
を
も
っ
て
T
R
Y
す
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。

。
睡
眠

1
健
や
か
に
育
て
る
た
め

- ・ 甘辛~;:.半以 .:f日和、ふ労告 ι 当 i:-:i:~止母-:;:--:;:中 ~::-':::-~i:-予♂ i:-~i:-~μ .:i:.来以来帯主主
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i手 の姿にり館何 「 望 ? もうの や主
λ は図盆はましか小む共心しでうん 辺
守あ 書 ぷ 、すてとさこ世のろすちは 記
1り 室 必自己い忙いとさ中さ。に民 主
長 まを要ら れし子をんでを 美 全品 去
す せうで進いばい供おに想問穂部件4
.んますんまとのが間今像いちより 三
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の
基
本

眠
り
に
つ
く
時
間
が
遅
い
と
悩

ん
で
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

今

一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
雰
囲
気
づ
く
り

1
お
話
し
、
絵

本、

音
楽
な
ど
眠
り
に
つ
く
た
め

の
静
か
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
。

部
屋
の
明
る
さ
も
大
事
。②
決
ま
っ

た
時
間
に

1
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
、

歯
磨
き
な
ど
毎
日
決
ま
っ
た
時
間

に
行
い
、
眠
り
の
準
備
と
し
て
意

識
づ
け
す
る
。
③
同
じ
場
所
で

1

慣
れ
た
場
所
で
眠
る
こ
と
が
安
心

を
誘
う
の
で
す
。
④
添
い
寝
も
必

要
1
無
理
に
一
人
寝
さ
せ
る
の
は

逆
効
果
。
安
心
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
。
⑤
眠
り
の
前
に
満
足
感
を

i

十
分
に
遊
び
ス
キ
ン
シ

ァ
プ
を
。

現
代
人
の
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に

睡
眠
の
時
間
帯
を
上
げ
る
研
究
者

も
い
る
ほ
ど
。
ま
し
て
、
乳
幼
児

に
と
っ
て
眠
り
は
心
身
の
成
長
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
あ
な
た
の
お
子

さ
ん
は
大
丈
夫
つ

2 

• • 

冬
場
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

夏
季
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
も
、
ほ
ぼ

終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

ス
キ
l
・
ス
ノ
ー
ボ
l
ド
・
歩

く
ス
キ
ー
な
ど
の
屋
外
で
の
種
目

の
ほ
か
、

室
内
で
は
ビ

l
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
卓

球

パ

レ

ボ

l
ル
な
ど
が
、
職
場

開
や
地
域
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
各
専
門
部
主

催
の
大
会
や
講
習
会

・
教
室
が
今

年
も
行
わ
れ
ま
す
。

夏
場
に
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
方
々
に

は
、
冬
場
も
室
内
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
体
育
館
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
ウ
ォ
キ
ン
グ
マ
シ
ン

是
非

を
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

お
試
し
下
さ
い
。

屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
歩
く

ス
キ
ー
が
簡
単
で
し
ょ
う
。
手
軽

に
冬
の
自
然
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
道
具
の
な
い
方
は
体
育

館
で
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

に
ス
ポ
ッ
ト
を
お
い
て
も
、
夏
場

の
体
力
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
み
方
を
、
冬
場
も
様
々
な
方
法

で
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
み
た
り

同
じ
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で
は
な
く

多
種
目
に
も
幅
を
広
げ
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
年
の
冬
は
、
自
分
に
あ
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
み
つ
け
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
お
問
い
合
わ
せ

は
総
合
体
育
館
、
電
話
は

2
1

nノムハ
U
n，ム
ρ
h
u

ふ
H切

に
し

な
を
深
め

健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三
四
八
八

る選3怠~毛J鍾⑫

押
切
(
お
し
ぎ
り
)

写
真
は
中
里
在
住

〈文化財源訪41>

幸
二
さ
ん
か

ら
こ
の
た
び
寄
贈
の

あ
っ
た
も
の
で
す
。

の
嶋

押
切
り
は
、
稲
わ

ら
、
麦
か
ん
、
牧
草
、

野
草
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ

そ
の
瞬
間
、
体
育
館
中
に
響
き

渡
る
歓
声
。
緊
張
し
た
心
を
解
き

放
ち
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る

生
徒
達
。
今
金
中
学
校
文
化
祭
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
成
績
発
表
の

瞬
間
。日

月
山
山
日
(
士

)
i
m
月
げ
日

(
日
)
、
町
内
の
学
校
の
ト
ッ
プ
を

き
っ
て
行
わ
れ
た
今
金
中
学
校
文

|
1
12
化
祭
の
目
玉
は
な
ん
と

h
z
ル
い

っ

て
も
合
唱
コ
ン
ク

岳
濁
一

一
l
ル
で
す
。
生
徒
た
ち

回
路
ク
の

意
気
込
み
は
目
を
見

る

ン

一
張
る
も
の
が
あ
り
、

ω

れ

コ

月
に
入

っ
て
か
ら
は
、

な

日

特
別
時
間
割
に
あ
る
毎

一
』

豆
日
1
時
間
の
ス
テ
ー
ジ

一---E・
刷
f

市

品

フ

ヒ

一練
習
の
他
に
ホ
|
ム
ル

一
=
~
え
一1
l
ム
や
放
課
後
な
ど
時

一仇

空

間
を
惜
し
ん
で
課
題
曲

一

t
今
一
と
自
由
曲
の
練
習
に
励

一

~
一
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
ピ
ア
ノ
伴
奏
や
指
揮
者

も
生
徒
た
ち
自
身
で
行
っ
て
い
ま

す
。
本
番
で
は
、
百
数
十
名
ほ
ど

の
保
護
者
や
来
場
者
の
前
で
、
堂

堂
と
、
そ
し
て
精
一
杯
声
を
出
し

清
々
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
一
致
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
様
子
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
練

て
、
適
当
の
長
さ
に
切
る
た
め
の

器
具
で
す
。

押
切
り
に
は
、

式
(
庖
丁
固
定
式
)
と
受
金
式
(
庖

丁
運
動
式
)
と
が
あ
り
、
庖
丁
と

受
刃
の
聞
に
材
料
を
は
さ
み
、
把

柄
で
押
し
切
る
構
造
に
な
っ
て
い

押
金

ま
す
。写

真
の
も
の
は
押
金
式
で
、
庖

丁
は
刃
渡
り
叩
四
セ
ン
チ
、
両
刃
で

緩
や
か
な
山
形
を
な
し
て
い
ま
す
。

安
価
で
使
用
が
簡
単
な
の
で
す
が

手
加
減
で
わ
ら
を
押
し
出
し
て
切

る
た
め
、
切
断
長
が

一
定
せ
ず
、

ま
た
、
指
先
を
切
る
危
険
が
あ
り

こ
の
押
切
り
が
進
歩
し

ま
し
た
。• • 習

の
時
に
は
、

1
年
生
の
出
来
栄

え
が
上
級
生
を
驚
か
せ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
結
果
は
、
最
優
秀
賞
が

3
年

B
組
、
優
秀
賞
が
3
年
A
組
・

C

組
と

3
年
生
が
先
輩
の
意
地
を
見

せ
た
よ
う
で
す
。

H

し
ら
け
世
代
ρ

と
か

ρ
冷
め

て
い
る
μ

と
言
わ
れ
る
様
子
は
少

し
も
な
く
、
練
習
の
成
果
を
出
し

切
ろ
う
と
す
る
一
生
懸
命
さ
が
印

象
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
結
果
は

ど
う
あ
れ
、
協
力
し
て
成
し
遂
げ

よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
事
さ
に
気

っ
か
せ
ら
れ
、
感
動
を
与
え
ら
れ

た
出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

今
金
中
学
校
の
素
晴
ら
し
い
伝
統

と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
息
づ
い
て

欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

て
、
わ
ら
切
り
機
と
な
り
ま
し
た
。

〕
内
/
包1

 
〔
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献
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ベ
ッ
ト
に
つ
い
て

在
宅
介
護
と
い
う
と
ベ
ッ
ト
の

導
入
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
ご

本
人
の
身
体
機
能
や
家
屋
構
造
な

ど
を
考
庖
す
る
と
逆
に
布
団
の
ほ

う
が
適
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ベ
ッ
ト
の
長
所
・
短
所
を
確

認
し
生
活
に
合
っ
た
寝
具
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

ベ
ッ
ト
の
長
所
と
短
所

[長
所
]

①
自
立
し
た
動
作
を
し
や
す
い
。

②

介

護
動
作
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。

③
様
々
な
姿
勢
が
取
れ
る
。

[短
所
]

①
場
所
を
取
る
。

②

床

に

座
る
生
活
か
ら
椅
子
に

1-1月みんなの健康

座
る
生
活
へ
と
動
作
が
変
る
。

③
幅
が
狭
く
、
動
き
に
制
約
が

あ
る
。

④
落
ち
る
不
安
が
あ
る
。

ベ
ッ
ト
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

[寝
心
地
]

寝
心
地
が
よ
く
、
座
っ
た
り
、

ベ
ッ
ト
か
ら
精
子
な
ど
へ
の
移
動

動
作
に
も
適
し
た
硬
さ
の
マ
ッ
ト

レ
ス
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

[ベ
ッ
ト
上
で
の
動
作
]

。
寝
返
り

・
寝
返
り
し
や
す
い
ベ
ッ
ト
幅
や

柵
の
位
置
を
確
認
す
る
。

。
起
き
上
が
り

・
柔
ら
か
い
マ
グ
卜
レ
ス
は
起
き

上
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

。
姿
勢
を
保
つ

・
ベ
ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
腰

掛
け
る
時
、
躍
が
つ
く
高
さ
に
調

節
し
ま
す
。
ま
た
、
支
え
が
必
要

な
時
は
、
移
乗
バ

l
を
使
い
ま

す
。

・
背
上
げ
・
膝
上
げ
連
動
ベ
ッ
ト

は
、
ベ

ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し
て

座
れ
な
く
な
り
ま
す
。
背
上
げ
機

構
の
み
か
、
背
上
げ
と
膝
上
げ
が

独
立
し
て
行
え
る
も
の
に
し
ま

す
。

， 

• 
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今金町民の女性町方

" 

無医地区巡回診療(似科)

。
ベ
ッ
ト
か
ら
の
移
動

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
配
置
や

座
面
の
高
さ
、
車
椅
子
を
つ
け
る

位
置
な
ど
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

片
麻
疲
が
あ
る
場
合
は
動
作
し
や

す
い
側
へ
の
用
具
の
配
世
が
必
要

で
す
。

【生
活
行
為
]

ト
イ
レ

・
食
事

・
体
を
拭
く
等

の
行
為
は
本
来
ベ

ッ
ト
上
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
行
う
こ

と
が
理
想
で
す
。
ベ
ッ
ト
上
で
こ

れ
ら
の
動
作
を
行
う
時
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
動
作
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢

が
適
切
か
を
判
断
し
ま
す
。

ベ
ッ
ト
を
選
択
し
た
場
合
、
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
動
作
で
移
動

す
る
か
、
安
全
に
生
活
動
作
を
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
周
辺
機
器

が
必
要
か
、
人
に
よ
り
様
々
で

す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
個
々
に
適
し
た
用
品
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

《
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
》

母子手帳 干障車を忘れずに.

母子手帽 干位票を忘れずに.

母子手帳 干器票を忘れずに.

りますのでお忘れのないようお願いします.

でご連結ください.

生桂3ヶ月以上 90ヶ月

未満の乳幼児

りましたら、昨細を閲覧等でご揖内いたします.

月忌2月限日1，
いま、「過労死Jが話組になっています。

当協会では、医師等の専門家にもご協力をいただき、

I過労死J等のこ。相談に応じています。

お気軽にご相談ください。

フリーダイヤルによる電話でのご相談でも結構です。

相談は無料です。秘密は厳守されます。

大切にしましょう。
あなたのからだ!

毎月第2月曜日

10時~ 1 6時

明日)労災年金福祉協会 札幌年金相談所

札幌市北区北 7条西2丁目 北ビル7階

[14 ) 

80120-603114(フリーダイヤル)

制労災年金福祉協会

労働省 ・北海道労働基準局

日時

場所

住所

主催

後援

国民年金Q&A
Q 

私は60歳になったので年金を請求しようと思ってい

ましたが、免除期間があると年金額が少なくなると聞

きました。これからでも納めることができるでしょう

カ」

A 
納めた方がお得です。保険料の免除を受けていた期

間については、 10年前までさかのぼって納めることが

できます。これを追納といいます。年金額の計算をす

る場合、免除された期間は、納めた期間に比べ3分の

lの績となってしまいますので、追納することで将来

より高い年金を受けることができます。

60歳をすぎてからでも65歳になるまでの聞は納める

ことができますが、繰り上げにより年金を受けるよう

になったときは追納することはできませんので注意く

ださい。

• • 
2-2780 

骨
が
弱
く
な
り
、
ち
ょ

っ
と
し

た
こ
と
で
骨
折
し
て
し
ま
う
こ

の
よ
う
な
症
状
が
出
る
骨
粗
し
よ

う
症
は
、
高
齢
期
の
健
康
な
生
活

を
お
び
や
か
す
病
気
の

一
つ
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
よ
う
症
っ
て
つ

「
骨
粗
し
よ
う
症
」
に
な
る
と
、

骨
の
お
も
な
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
量
が
減
り
、
骨
が
ス

カ
ス
カ
に
な
っ
て
も
ろ
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
つ
ま
ず
い
て
手

を
つ
い
た
り
、
し
り
も
ち
を
つ
い

た
だ
け
で
、
簡
単
に
骨
が
曲
が
っ

た
り
、
折
れ
た
り
し
ま
す
。

「骨
粗
し
よ
う
症
」
は
印
歳
以

隙
の
女
性
に
檎
え
始
め
ま
す
。
そ

れ
は
、
閉
経
の
た
め
骨
を
強
化
す

る
は
た
ら
き
が
あ
る
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
急
激
に
減
少
す
る
か

ら
で
す
。

な
り
や
す
い
人

・
女
性

.
高
齢
者

・
小
柄
で
き
ゃ
し
ゃ
な
人

・
閉
経
が
早
い
人
、
両
側
の
卵
巣

を
切
除
し
て
い
る
人

・
運
動
不
足
の
人

・
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
た
く

さ
ん
と
る
人

宮
田
恕
た
の
骨
は
大
丈
夫
?

国話くお問い合わせ ・連結先〉範合福祉胞設としべつ内眼健編祉疎随成づくり係

(82 -0 1 1 1) 詳しくは町 民諜年金係まで

-
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

・
胃
切
除
し
て
い
る
人
(
胃
腸
の

弱
い
人
)

・
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
服
用
し

て
い
る
人

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
っ

.
閉
経
後
に
腹
背
痛
が
出
て
き
た

・
背
中
、
股
が
丸
く
な
っ
て
き
た

.
身
長
が
低
く
な
っ
た

中
高
年
の
女
性
が
こ
の
三
つ
の

症
状
が
そ
ろ
う
と
、
骨
組
し
よ
う

症
が
大
い
に
疑
わ
れ
ま
す
。

丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト

①

カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
と

n
J
t
ι
T
レょ-つ

②

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
や
め

ま
し
ょ
う

③

三

食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま

し
よ
う

④

外
に
出
ま
し
ょ
う

⑤

ア

ル

コ
ー
ル
、

た
ば
こ
は
ほ

ど
ほ
ど
に

中
高
年
に
な
る
と
、
ど
う
し
て

も
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
減
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
若
い
時
に
ど
れ

だ
け
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
貯
金
で

き
る
か
が
、
骨
粗
し
よ
う
症
に
な

ら
な
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

8
2
2
7
8
0
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ろ4畿のアイドル

宏哉ちゃん

組韓国&きらきらつラフ

運動会
砂住吉

(平成9年 6月E日生まれ)

南町住吉淳さん、かおりさんの長男

I親から]

キック I I パンチにピ~ム l

と大暴れのわんぱくくん。

“こうやね工 大きくなったら

ウルトラマンガイアになるのォ"

ゆいか

唯加ちゃん

トマンケシ

【親方、ら1
1止と踊りが大好きで毎日がコンサ

卜。そうかと思うとハサミと紙でなにか

をずっと作っている。といった両極端な子
です。このまま、元気で優しい子に育って
ほしいですね 1

4伊勢谷

(平成9年 2月18日生まれ)

伊勢苔健さん、栄実さんの長女

あいにくの雨で、外でできなかったのが

大変残念 (10月3日)

， 

者

者

者

者

者

者

割
同
日
誰
眼
前
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部
凶
抗
日
諦
世
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保
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ち
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じ
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瑞
ん
音
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美
ぇ
英
ゃ也
日
尋

ん
す
朱
制
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J

吋
泉

か
輩
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拓

ち
千

たお

野

上

中

崎

回

吉

園

小

井

田

山

和

住

今さ 08。

9月末現在

前月対比

7， 157人(ム14)

3，447人(ム 5)

3， 710人(ム9)ITS-
2， 699世帯(ム 3)~'r 

住民の動態

人口

男

女

世帯数

今容 や
84 -5011 

87-3021 

82-0221 

84-5011 

84 -5321 

87 -2470 

82-0221 

84-5011 

休日当番医

11月7日 道南ロイヤル病院(北袷山)

14日楢崎医院(瀬棚)

21日 今金町立国保病院(今金)

23日 道南ロイヤル病院(北槍山)

28日 北槍山立国保病院(北柏山)

(12月分については予定です)

12月5日 瀬棚町国探医科診療所 (i頼 棚)

12日 今 金 町立国保病院(今金)

19日 道南ロイヤル病院(北給山)

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

尚孝)末広川]

大輪)寒昇

貢 )南栄町

彦)高美町

光昭)昭和田]

卓)栄町

し

川
②
0
1
1
1
番

恵美さん(函館市)

孝恵さん(北槍山町)

固いつまでもおしあわせに

9~ 大口 英昭さん(本町)=長嶋

I O~ 佐藤孝之さん (寒昇)=佐藤

(高J美1UJ)

(神丘高台)

(緑 ←11IT)

(八束更生)

67歳

64歳

49歳

78歳

~おくやみもうしあげます

小池 三郎さん 9月15日

中野孝 ーさん 9月15日

工 藤 正 夫さん 9月18日

阪井 利 子さん 9月29日

小児科外来の診療時間変更について
小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後から

の診療となっておりますが、次の期日については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。

(金)

(金)

(金)

11月12日

11月19日

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

12月3日

10月15日受付分まで

http://www.hakoclate.or.jp/imakane/ 
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(今金町立国保病院)

今{(，>IIIJーホームページ


